
地域振興シンポジウム2004

プ ロ グ ラ ム

●基調講演　  コンテンツ産業の潮流と大阪での可能性
�                                            東京大学大学院 新領域創成科学研究科 助教授　浜野　保樹

●事例発表   　㈱スーパーステーション代表取締役　野村　卓也 (コンテンツ･プロデューサー）

                  �㈱ドーガ代表取締役　鎌田　  優（CGアニメ事業コーディネータ）

                  �吉本興業㈱　チーフプロデューサー　竹中　  功
�                  大阪市計画調整局情報政策課主査　星乃　  勝

●パネルディスカッション  「コンテンツ産業による大阪産業の再生への道」
�      コーディネータ ： 浅野  幸治（大阪府企画調整部企画室科学情報課長）

�      パネリスト： 浜野  保樹（東京大学大学院新領域創成科学研究科助教授）

�                          野村  卓也（㈱スーパーステーション代表取締役 コンテンツ･プロデューサー）

�                          鎌田     優（㈱ドーガ代表取締役・CGアニメ事業コーディネータ）

�                          竹中     功（吉本興業㈱チーフプロデューサー）　

�                          星乃     勝  (大阪市計画調整局計画部情報政策課主査) 

2004年１月15日（木）13：30～18：30

大阪産業創造館　６階　会議室E（交流会は16階レストラン）

大阪市中央区本町１－４－５　TEL. 0６-６２６４-９８１5

大阪都市経済調査会　（財）大阪地域振興調査会　

近畿経済産業局　大阪府　大阪市　大阪商工会議所

ソフト産業プラザ  イメディオ  DAN計画研究所

無  料（交流会参加者は１人 3,000円）

大阪都市経済調査会（寺田・野口 TEL. 06-6264-9815）

(財)大阪地域振興調査会 (藤岡･北村･吉野 TEL. 06-6944-1173 )

知的財産戦略シリーズ（その２）

コンテンツ産業による大阪産業の再生への道
― 映画・アニメ・エンタテインメントビジネスが大阪を救う ―

漫画・アニメ・ゲーム・映像等のコンテンツ産業は、わが国が国際競争力を持つ知的財産分野の

一つであり、大阪がその創生期に果たした役割や人材輩出のポテンシャルを考えると、産業政策と

しての取り組み方次第では、大阪で大きく成長する可能性を秘めているといえよう。とりわけメデ

ィアの出口機能が大変革される時代を向えつつある今、大阪はこれをチャンスと把え、コンテンツ

産業を大阪産業の大きな柱となるよう育てていくべきだと思われる。そこで本シンポジウムでは、

世界的な潮流を踏まえつつ、大阪での事例を取り上げ、その可能性を探ることとしたい。

第１部　セ ミ ナ ー（13：30～17：00）

第２部   交   流   会（17：00～18：30）

●日  　時

●会　  場

　

●主  　催

●後 　 援

●協     力

●参 加 費

●問 合 せ




